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は
じ
め
に

　
中
国
の
古
典
文
学
に
お
い
て
、
「
詩
」
は
正
統
的
な
地
位
を
保
っ
て
き
た
。
古
く
は
そ
も
そ

も
民
謡
で
あ
っ
た
古
代
歌
謡
が
約
三
百
篇
選
ば
れ
、
儒
教
的
解
釈
を
伴
っ
て
『
詩
経
』
と
い
う

形
で
珍
重
さ
れ
、
現
在
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
。
六
朝
時
代
に
は
貴
族
の
間
で
詩
が
盛
ん
に
作
ら

れ
、
表
現
技
術
が
大
き
く
進
歩
し
、
洗
練
さ
れ
て
い
っ
た
。
唐
代
に
至
る
と
、
李
白
・
杜
甫
を

は
じ
め
と
す
る
優
れ
た
詩
人
が
多
数
輩
出
し
、
あ
わ
せ
て
近
体
詩
の
形
式
も
確
立
さ
れ
、
中
国

古
典
詩
の
最
隆
盛
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
中
央
官
僚
採
用
試
験
で
あ
る
科
挙
に

お
い
て
も
、
作
詩
が
試
験
問
題
と
し
て
出
題
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
国
の
正
統
文
学
の
一
分
野
で
あ
る
「
詩
」
は
早
く
か
ら
我
が
国
に
も
伝
え
ら

れ
、
我
が
国
の
文
学
・
文
化
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
『
古
今
和
歌
集
』
の
仮
名
序
は

『
詩
経
』
（
『
毛
詩
』
）
の
大
序
の
影
響
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
し
、
『
枕
草
子
』
や
『
源

氏
物
語
』
と
い
っ
た
平
安
文
学
の
、
あ
る
い
は
日
本
古
典
の
代
表
的
作
品
の
中
に
は
様
々
な
形

で
そ
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
中
国
古
典
詩
す
な
わ
ち
「
漢
詩
」
は
、
中
国
の
古
典
で
あ
る
と
同

時
に
、
日
本
の
古
典
の
一
つ
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
漢
詩
を
学
ぶ
こ
と
は
、
日
本
の
古
典
の
一

ジ
ャ
ン
ル
を
学
ぶ
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
高
等
学
校
の
国
語
科
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
古
典
・
漢
文
の
中
に
も
、

漢
詩
が
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
で
は
こ
の
漢
詩
を
用
い
て
、
『
学
習
指
導
要

領
』
に
お
け
る
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い
け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
高
等
学
校
の
「
国
語
科
」
に
お
け

る
漢
詩
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
な
お
本
稿
で
取
り
上
げ
る
高
等
学
校
国
語
の
教
科
書
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
国
語
総
合

　
教
育
出
版
『
新
編
国
語
総
合
　
言
葉
の
世
界
へ
』

　
三
省
堂
『
明
解
国
語
総
合
』

　
第
一
学
習
社
『
高
等
学
校
国
語
総
合
』

　
大
修
館
書
店
『
新
編
国
語
総
合
』

　
筑
摩
書
房
『
国
語
総
合
』

・
古
典
ま
た
は
古
典
B

　
教
育
出
版
『
新
編
古
典
B
　
言
葉
の
世
界
へ
』



高等学校「古典・漢文」教材としての中国古典詩の活用

三
省
堂
『
高
等
学
校
古
典
漢
文
編
」
［
改
訂
版
］

第
一
学
習
社
『
高
等
学
校
標
準
古
典
B
』

東
京
書
籍
『
精
選
古
典
」

一一

s
刳
w
校
国
語
の
教
科
書
に
お
け
る
漢
詩
教
材
の
現
状

　
　
各
教
科
書
に
は
ど
の
よ
う
な
漢
詩
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
各
教

科
書
に
掲
載
さ
れ
る
漢
詩
作
品
を
概
観
し
て
、
漢
詩
教
材
の
現
状
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
各
教
科
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
漢
詩
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
教
‥
教
育
出
版
、
三
二
二
省
堂
、
第
‥
第
一
学
習
社
、
大
‥
大
修
館
書
店
、

　
　
　
　
　
　
　
　
筑
‥
筑
摩
書
房
、
東
‥
東
京
書
籍

時
代

作
者
等

詩
題

国
語
総
合

古
典

古
代

詩
経

子
衿

第

古
代

詩
経

碩
鼠

東

古
代

詩
経

防
姑

三

古
代

詩
経

桃
天

教
三
束

漢
代

楽
府

敷
勒
歌

三
束

漢
代

楽
府

上
邪

三
束

漢
代

古
詩

行
行
重
行
行

教
東

漢
代

古
詩

去
者
日
以
疎

東

漢
代

古
詩

生
年
不
満
百

三

漢
代

漢
武
帝

秋
風
辞

三

六
朝

曹
植

七
歩
詩

第

六
朝

陶
潜

責
子

東

六
朝

陶
潜

雑
詩

第

六
朝

陶
潜

飲
酒

教
三
束

初
唐

王
勃

杜
少
府
之
任
蜀
州

東

初
唐

陳
子
昂

登
幽
州
台
歌

東

盛
唐

章
応
物

秋
夜
寄
丘
二
十
二
員
外

大
筑
東

盛
唐

王
維

九
月
九
日
憶
山
東
兄
弟

盛
唐

王
維

鹿
柴

教
三
第
東

盛
唐

王
維

送
元
二
使
安
西

教
第
大
筑

盛
唐

王
維

過
香
積
寺

三

盛
唐

王
昌
齢

芙
蓉
楼
送
辛
漸

東

盛
唐

王
昌
齢

従
軍
行

三

盛
唐

孟
浩
然

宿
建
徳
江

東

盛
唐

孟
浩
然

臨
洞
庭

第

盛
唐

孟
浩
然

春
暁

教
筑

盛
唐

孟
浩
然

過
故
人
荘

東

盛
唐

李
白

怨
情

東

盛
唐

李
白

月
下
独
酌

東

盛
唐

李
白

山
中
与
幽
人
対
酌

大

盛
唐

李
白

子
夜
呉
歌

東

盛
唐

李
白

蛾
眉
山
月
歌

第

盛
唐

李
白

秋
浦
歌

東

盛
唐

李
白

送
友
人

筑

盛
唐

李
白

把
酒
問
月

三

盛
唐

李
白

静
夜
思

三
第
筑

盛
唐

李
白

早
発
白
帝
城

教

三

盛
唐

李
白

望
慶
山
澤
布

教
東

盛
唐

李
白

黄
鶴
楼
送
孟
浩
然
之
広
陵

第

盛
唐

杜
甫

月
夜
憶
舎
弟

東

盛
唐

杜
甫

石
壕
吏

東

盛
唐

杜
甫

旅
夜
書
懐

教

盛
唐

杜
甫

月
夜

三
第

教

盛
唐

杜
甫

春
望

大
第
筑

盛
唐

杜
甫

絶
句

筑

第

盛
唐

杜
甫

登
高

三
束

盛
唐

杜
甫

兵
車
行

三
束

盛
唐

琴
参

逢
人
京
使

東

盛
唐

王
之
換

登
鶴
鵠
楼

第

盛
唐

王
之
換

涼
州
詞

教

盛
唐

崔
頴

黄
鶴
楼

東

盛
唐

王
翰

涼
州
詞

三
筑

盛
唐

銭
起

送
僧
帰
日
本

東

中
唐

韓
愈

左
遷
至
藍
関
示
姪
孫
湘

三
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中
唐

白
居
易

草

東

中
唐

白
居
易

香
炉
峰
下
新
卜
山
居
草
堂
初
成
偶
題
東
壁

三
教

中
唐

白
居
易

長
恨
歌

三
束

中
唐

白
居
易

売
炭
翁

教
第

中
唐

白
居
易

八
月
十
五
日
夜
、
禁
中
独
直
、
対
月
憶
元
九

第
東

三

中
唐

柳
宗
元

江
雪

教
大
第
筑

三

中
唐

張
継

楓
橋
夜
泊

三
束

中
唐

孟
郊

遊
子
吟

第
東

中
唐

干
武
陵

勧
酒

三

晩
唐

杜
牧

江
南
春

三
第

晩
唐

杜
牧

贈
別

筑

東

晩
唐

杜
牧

山
行

大

晩
唐

李
商
隠

夜
雨
寄
北

東

晩
唐

李
商
隠

登
楽
遊
原

東

宋

王
安
石

鍾
山
即

東

宋

蘇
拭

六
月
二
十
七
日
望
湖
楼
酔
書

東

宋

蘇
拭

春
夜

三
第

宋

陸
游

遊
山
西
村

三
第
東

日
本

大
津
皇
子

五
言
、
臨
終
一
絶

東

日
本

菅
原
道
真

不
出
門

第

日
本

菅
原
道
真

九
月
十
日

教

日
本

絶
海
中
津

山
家

東

日
本

菅
茶
山

冬
夜
読
書

教
三
第

日
本

頼
山
陽

泊
天
草
洋

日
本

広
瀬
淡
窓

桂
林
荘
雑
詠
示
諸
生

教
三
束

日
本

森
鴎
外

航
西
日
記

三

日
本

夏
目
漱
石

題
自
画

教
三
束

日
本

正
岡
子
規

送
夏
目
漱
石
之
伊
予

三
第

　
本
稿
で
取
り
上
げ
た
「
国
語
総
合
」
・
「
古
典
」
お
よ
び
「
古
典
B
」
の
教
科
書
で
は
、
の
べ

八
十
二
種
類
の
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
範
囲
は
古
代
歌
謡
の
『
詩
経
』
に
収
め

ら
れ
て
い
る
詩
か
ら
漢
代
・
魏
晋
南
北
朝
・
唐
代
そ
し
て
宋
代
ま
で
、
広
範
囲
の
時
代
に
渉
る
。

そ
の
中
で
も
唐
代
、
と
り
わ
け
盛
唐
の
作
品
が
数
多
く
採
ら
れ
て
お
り
、
特
に
李
白
と
杜
甫
の

作
品
が
多
い
。
中
国
の
古
典
詩
史
で
は
一
般
的
に
、
盛
唐
の
時
代
が
ピ
ー
ク
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
中
で
も
歴
代
李
白
と
杜
甫
が
最
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、

盛
唐
の
作
品
が
中
心
、
中
で
も
李
白
と
杜
甫
の
作
品
が
よ
り
多
く
採
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
古
典
」
・
「
古
典
B
」
に
は
大
津
皇
子
か
ら
夏
目
漱
石
・
森
鴎
外

ま
で
、
日
本
人
の
漢
詩
作
品
も
採
ら
れ
て
い
る
。
．
こ
れ
は
「
古
典
B
」
に
つ
い
て
『
学
習
指
導

要
領
』
で
「
教
材
に
は
、
日
本
漢
文
を
含
め
る
こ
と
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

　
作
品
別
に
見
る
と
、
柳
宗
元
の
「
江
雪
」
が
五
社
の
教
科
書
に
採
用
さ
れ
て
い
る
の
を
筆
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
エ
リ

に
、
王
維
の
「
送
元
二
之
安
西
」
と
「
鹿
柴
」
が
四
社
に
採
ら
れ
、
そ
の
他
陶
潜
の
「
飲
酒
」
、

李
白
の
「
静
夜
思
」
・
「
黄
鶴
楼
送
孟
浩
然
之
広
陵
」
、
杜
甫
の
「
春
望
」
な
ど
比
較
的
人
口
に

檜
灸
し
て
い
る
作
品
が
多
く
採
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
陸
游
「
遊
山
西
村
」
が
、
宋
詩
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
な
が
ら
三
社
に
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
を
引
く
。
ま
た
李
白
「
早
発
白
帝
城
」
・
杜

甫
「
月
夜
」
・
杜
甫
「
絶
句
」
・
白
居
易
「
八
月
十
五
日
夜
、
禁
中
独
直
、
対
月
憶
元
九
」
・
柳

宗
元
「
江
雪
」
・
杜
牧
「
贈
別
」
の
六
首
は
、
「
国
語
総
合
」
の
教
科
書
に
採
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
れ
ば
、
「
古
典
」
の
教
科
書
に
採
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
一
つ
の
教
科
書
会

社
で
「
国
語
総
合
」
と
「
古
典
」
両
方
で
取
っ
て
い
る
例
は
な
い
。
こ
れ
ら
六
首
の
詩
は
い
ず

れ
も
有
名
で
か
つ
平
易
で
あ
る
の
で
、
「
国
語
総
合
」
で
取
り
上
げ
て
も
構
わ
な
い
作
品
だ
と

思
わ
れ
る
。
「
古
典
」
で
取
り
上
げ
る
場
合
は
、
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
工
夫
を
し
て
、
「
国
語
総
　
　
②

合
」
と
は
違
っ
た
授
業
展
開
が
で
き
る
教
材
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
一
方
で
、
王
之
換
「
登
鶴
鵠
楼
」
や
崔
頴
「
黄
鶴
楼
」
の
よ
う
な
比
較
的
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
作
品
が
、
一
社
に
し
か
採
ら
れ
て
い
な
い
の
は
意
外
に
思
え
た
。
ま
た
三
省
堂
と
東
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ね

書
籍
の
二
社
は
楽
府
を
二
種
、
そ
れ
も
「
上
邪
」
と
「
敷
勒
歌
」
と
い
う
同
じ
作
品
を
採
っ
て

い
る
。
（
高
校
に
お
け
る
古
典
漢
文
の
教
材
と
し
て
の
楽
府
の
意
義
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
）

一一

黶A

ｳ
科
書
の
違
い
に
よ
る
、
訓
読
の
違
い

　
二
社
以
上
の
教
科
書
に
採
ら
れ
て
い
る
詩
は
、
教
科
書
が
異
な
っ
て
い
て
も
そ
の
読
み
方

（
訓
読
）
は
同
じ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
教
科
書
ご
と
に
異
な
っ
た
読
み
方
を
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
複
数
の
会
社
の
教
科
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
詩
の
訓
読
を
比
べ
て
み
る
と
、
会
社
に

よ
っ
て
多
少
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
陶
潜
の
「
飲
酒
」
詩
は
教
育
出
版
・
三
省
堂
・

東
京
書
籍
の
三
社
に
採
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
第
二
句
目
「
而
無
車
馬
喧
」
の
「
喧
」
字

を
、
教
育
出
版
と
三
省
堂
は
「
か
ま
び
す
（
し
き
）
」
、
東
京
書
籍
は
「
か
し
ま
（
し
き
）
」
と

読
ん
で
い
る
。
第
七
句
目
「
山
気
日
夕
佳
」
の
「
佳
」
字
を
、
教
育
出
版
は
「
か
（
な
り
）
」
、
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三
省
堂
・
東
京
書
籍
は
「
よ
（
く
）
」
と
読
ん
で
い
る
。
ま
た
第
九
句
目
「
此
中
有
真
意
」
の

「
此
中
」
を
、
教
育
出
版
・
三
省
堂
は
「
こ
（
の
）
な
か
（
に
）
」
と
読
み
、
東
京
書
籍
は
「
此

中
」
二
文
字
で
「
こ
こ
（
に
）
」
と
読
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
読
み
方
が
多
少
違
う
も
の
の
、

詩
の
意
味
の
と
ら
え
方
と
し
て
は
違
い
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
書
会
社
（
そ
し
て
編
纂

者
）
の
個
性
の
範
囲
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
王
維
の
「
送
元
二
使
安
西
」
は
教
育
出
版
・
第
一
学
習
社
・
大
修
館
書
店
・
筑
摩
書
房
の
四

社
に
採
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
四
句
目
「
西
出
陽
関
無
故
人
」
の
「
出
陽
関
」
を
、
教
育
出
版
・

第
一
学
習
社
・
筑
摩
書
房
の
三
社
は
「
よ
う
か
ん
（
を
）
い
（
つ
れ
ば
）
」
と
読
ん
で
い
る
が
、

大
修
館
書
店
の
み
「
よ
う
か
ん
（
を
）
い
（
で
な
ば
）
」
と
読
ん
で
い
る
。
こ
の
読
み
方
の
違

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
イ
ザ

い
に
つ
い
て
、
塚
田
勝
郎
氏
は
『
新
人
教
師
の
た
め
の
漢
文
指
導
入
門
講
座
」
に
お
い
て
、
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
出
陽
関
」
は
「
陽
関
を
出
で
な
ば
」
と
も
「
陽
関
を
出
つ
れ
ば
」
と
も
訓
読
さ
れ
ま

す
。
伝
統
的
に
は
「
陽
関
を
出
つ
れ
ば
」
と
訓
読
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
高

校
生
が
古
文
の
時
間
に
教
わ
る
文
法
に
則
し
て
考
え
る
と
、
「
已
然
形
（
出
つ
れ
＋
ば
）
」

で
は
、
「
陽
関
を
出
た
と
こ
ろ
」
（
偶
然
条
件
）
、
「
陽
関
を
出
た
の
で
」
（
原
因
・
理
由
）
、

「
陽
関
を
出
る
と
い
つ
も
」
（
恒
常
条
件
）
と
訳
す
こ
と
に
な
り
、
矛
盾
を
生
じ
ま
す
。
そ

の
意
味
で
は
、
「
未
然
形
（
な
）
＋
ば
」
の
仮
定
条
件
を
意
識
し
た
「
陽
関
を
出
で
な

ば
」
に
説
得
力
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
漢
文
の
訓
読
で
は
「
已
然
形
＋
ば
」
で
仮
定
条

件
を
表
す
こ
と
も
多
く
、
必
ず
し
も
文
語
文
法
と
一
致
し
な
い
点
が
あ
る
こ
と
を
承
知
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
塚
田
氏
が
述
べ
る
と
お
り
、
古
文
の
授
業
と
の
連
携
を
考
え
れ
ば
「
出
で
な
ば
」
と
読
ん
だ

方
が
よ
い
が
、
高
等
学
校
で
学
習
す
る
古
典
文
法
と
は
少
々
異
な
っ
て
も
伝
統
的
な
読
み
方
の

方
が
訓
読
の
口
調
に
合
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
指
導
者
（
授
業
者
）
が
こ
の
こ
と
を
充
分
に

理
解
し
た
上
で
指
導
す
れ
ば
、
教
科
書
と
し
て
は
ど
ち
ら
の
読
み
方
を
採
用
し
て
も
構
わ
な
い

で
あ
ろ
う
。

　
も
う
一
つ
類
似
の
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
王
維
の
「
鹿
柴
」
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
教
育
出

版
・
三
省
堂
・
第
一
学
習
社
・
東
京
書
籍
の
四
社
の
教
科
書
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ

の
読
み
方
は
各
社
多
少
異
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
原
文
を
挙
げ
て
み
る
。
（
各
社
に
よ
り
違
い
が

あ
る
た
め
、
返
り
点
・
送
り
仮
名
は
省
略
す
る
。
）

空
山
不
見
人

但
聞
人
語
響

返
景
入
深
林

復
照
青
苔
上

各
社
と
も
詩
の
本
文
に
文
字
の
異
同
は
な
い
。

の
よ
う
に
読
ん
で
い
る
。

教
育
出
版
…
但
だ
人
語
の
響
く
を
聞
く
の
み

三
省
堂
‥
但
だ
人
語
の
響
き
を
聞
く
の
み

第
一
学
習
社
‥
但
だ
聞
く
人
語
の
響
く
を

東
京
書
籍
…
但
だ
人
語
の
響
き
聞
こ
ゆ

そ
し
て
こ
の
二
句
目
を
、
各
社
そ
れ
ぞ
れ
次

　
第
一
学
習
社
の
み
動
詞
「
聞
」
を
賓
語
（
目
的
語
）
「
人
語
響
」
よ
り
先
に
読
ん
で
い
る
。

い
わ
ゆ
る
「
倒
置
」
の
読
み
方
で
あ
る
が
、
詩
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
特
に
問
題
と
す

る
必
要
は
あ
る
ま
い
。

　
限
定
を
表
す
副
詞
「
但
（
た
だ
）
」
に
呼
応
す
る
副
助
詞
「
の
み
」
を
送
っ
て
い
る
の
は
、

教
育
出
版
と
三
省
堂
の
二
社
に
限
ら
れ
て
い
る
。
高
等
学
校
で
学
習
す
る
古
典
文
法
を
念
頭
に

置
け
ば
、
こ
こ
は
や
は
り
副
助
詞
「
の
み
」
を
送
っ
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え

い
ず
れ
の
読
み
方
で
も
詩
の
意
味
や
理
解
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
も

各
社
の
個
性
の
範
囲
と
し
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
も
う
一
つ
大
き
な
違
い
は
「
聞
」
の
読
み
方
で
あ
る
。
教
育
出
版
・
第
一
学
習
社
・
三
省
堂

　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
三
社
は
「
聞
く
」
と
読
ん
で
い
る
が
、
東
京
書
籍
の
み
「
聞
こ
ゆ
」
と
読
ん
で
い
る
。
こ
こ

は
、
「
静
ま
り
か
え
っ
た
奥
山
に
人
の
気
配
は
な
い
が
（
空
山
不
見
人
）
、
た
だ
人
の
話
声
だ
け

が
聞
こ
え
て
く
る
（
但
聞
人
語
響
）
。
」
の
意
味
で
あ
る
。
よ
っ
て
古
文
で
学
習
す
る
内
容
を
踏

ま
え
る
と
、
「
聞
く
」
と
読
む
よ
り
も
「
聞
こ
ゆ
」
と
読
ん
だ
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

伝
統
的
な
漢
文
訓
読
と
し
て
は
「
聞
く
」
と
読
ん
だ
方
が
単
純
明
快
で
ふ
さ
わ
し
い
か
も
し
れ

な
い
。
こ
れ
も
先
の
「
送
元
二
使
安
西
」
詩
第
四
句
目
と
同
様
に
、
漢
文
の
一
般
的
・
伝
統
的

な
訓
読
と
古
文
の
授
業
で
学
習
す
る
古
典
文
法
と
少
々
異
な
る
点
で
あ
ろ
う
。

　
古
文
も
漢
文
も
「
国
語
科
」
の
中
の
古
典
の
一
分
野
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
古
文
で

学
習
す
る
内
容
と
漢
文
で
学
習
す
る
内
容
は
、
一
致
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
し
て
原
則

（26）
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と
し
て
各
社
の
教
科
書
も
そ
の
方
針
で
編
集
さ
れ
て
い
よ
う
。
そ
の
一
方
で
こ
こ
に
示
し
た
よ

う
に
、
古
文
と
漢
文
の
学
習
内
容
に
多
少
の
齪
顧
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
点
は
し
っ
か

り
留
意
し
て
指
導
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
も
う
一
つ
、
教
科
書
に
よ
っ
て
読
み
方
が
異
な
る
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
三
省
堂
と
東
京
書

籍
の
二
社
に
採
用
さ
れ
て
い
る
楽
府
詩
「
上
邪
」
で
あ
る
。
原
文
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

上
邪

我
欲
与
君
相
知

長
命
無
絶
衰

山
無
陵

江
水
為
蜴

冬
雷
震
震

夏
雨
雪

天
地
合

乃
敢
与
君
絶

　
三
省
堂
と
東
京
書
籍
で
本
文
の
文
字
の
異
同
は
な
い
。

読
ん
で
い
る
。

こ
の
詩
を
東
京
書
籍
は
次
の
よ
う
に

上
邪
我
君
と
（
与
）
相
（
あ
ひ
）
知
り
長
命
ま
で
絶
え
衰
ふ
る
こ
と
無
か
ら
ん
と
欲

す山
陵
無
く
　
江
（
か
は
）
水
端
（
つ
）
く
る
を
為
し

冬
に
雷
（
い
か
つ
ち
）
震
震
（
し
ん
し
ん
）
と
し
て
夏
に
雪
雨
（
ふ
）
り

天
地
合
す
る
と
き
　
乃
（
す
な
は
）
ち
敢
（
あ
へ
）
て
君
と
（
与
）
絶
た
ん

一
方
三
省
堂
の
読
み
方
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

上
邪
　
我
君
と
（
与
）
相
知
り
　
長
命
絶
え
衰
ふ
る
こ
と
無
か
ら
ん
と
欲
す

山
陵
（
を
か
）
無
く
　
江
水
為
（
た
め
）
に
蜴
（
つ
）
き

冬
雷
震
震
と
し
て
　
夏
に
雪
雨
（
ふ
）
り

天
地
合
す
れ
ば
　
乃
（
す
な
は
）
ち
君
と
（
与
）
絶
た
ん

　
両
者
を
比
べ
る
と
、
五
句
目
「
江
水
為
蜴
」
を
除
い
て
、
多
少
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
詩
の

意
味
を
左
右
す
る
ほ
ど
の
大
き
な
読
み
方
の
差
は
な
い
。
た
だ
「
江
水
為
蜴
」
だ
け
は
、
両
社

で
読
み
方
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
も
し
か
し
た
ら
、
伝
統
的
・
一
般
的
な
こ
の
詩
の
訓
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ほ
り

の
し
か
た
と
し
て
は
、
三
省
堂
の
読
み
方
の
方
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
、
先
の

「
送
元
二
使
安
西
」
・
「
鹿
柴
」
の
二
つ
の
例
と
は
少
々
異
な
り
、
単
に
読
み
方
の
習
慣
の
違
い

に
過
ぎ
な
い
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
よ
う
だ
。

　
「
江
水
為
掲
」
を
「
江
水
　
靖
く
る
を
為
（
な
）
し
」
と
読
む
か
、
「
江
水
　
為
（
た
め
）
に

掲
き
」
と
読
む
か
で
、
こ
の
句
の
意
味
が
変
わ
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
「
江
水
為
に
蜴
き
」
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ソ

は
「
（
山
に
高
い
部
分
が
な
く
な
っ
た
た
め
に
）
川
の
水
が
洞
れ
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
一

方
「
江
水
掲
く
る
を
為
す
」
と
読
め
ば
、
「
山
の
高
い
と
こ
ろ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い

う
現
象
と
並
ん
で
、
「
川
の
水
が
洞
れ
て
し
ま
う
」
と
い
う
現
象
が
起
こ
る
と
い
う
意
味
に
な

る
。
で
は
本
来
こ
の
詩
は
ど
ち
ら
の
意
味
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
こ
の
詩
の
意
味
か
ら
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ど
ち
ら
の
読
み
方
で
も
意
味
は

通
じ
そ
う
だ
。
高
等
学
校
の
学
習
範
囲
で
判
定
す
る
の
は
い
さ
さ
か
難
し
い
。

　
そ
こ
で
、
高
等
学
校
の
学
習
内
容
、
『
学
習
指
導
要
領
』
に
記
載
さ
れ
る
範
囲
を
超
え
て
し

ま
う
が
、
中
国
学
の
専
門
的
立
場
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

　
ま
ず
音
韻
・
声
調
の
面
か
ら
考
え
て
み
る
。
「
為
」
と
い
う
字
は
二
つ
の
読
み
方
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
平
声
音
と
去
声
音
で
あ
る
。
平
声
音
で
あ
れ
ば
「
な
し
」
、
去
声
音
で
あ
れ
ば

「
た
め
に
」
と
読
む
こ
と
に
な
る
。
で
は
ど
ち
ら
で
読
む
べ
き
な
の
か
。

　
近
体
詩
で
あ
れ
ば
押
韻
・
平
灰
に
厳
密
な
決
ま
り
が
あ
り
、
句
中
の
平
灰
も
そ
の
規
則
か
ら

あ
る
程
度
は
判
定
で
き
る
。
し
か
し
「
上
邪
」
は
楽
府
詩
で
あ
る
。
平
灰
に
関
し
て
厳
密
な
決

ま
り
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
平
灰
の
配
列
の
観
点
か
ら
「
江
水
為
靖
」
の
「
為
」
が
平

声
な
の
か
去
声
な
の
か
を
判
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
中
国
語
の
リ
ズ
ム
の
観
点
か

ら
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
い
か
。
「
江
」
は
平
声
、
「
水
」
は
上
声
、
「
靖
」
は
入

声
で
あ
る
。
も
し
「
為
」
を
去
声
で
読
め
ば
、
「
江
水
為
靖
」
の
平
灰
は
「
平
灰
灰
灰
」
と
な

り
、
灰
声
が
三
つ
続
く
こ
と
に
な
る
。
一
方
「
為
」
字
を
平
声
音
で
読
め
ば
、
「
江
水
為
靖
」

の
平
灰
は
「
平
灰
平
灰
」
と
な
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
平
灰
の
配
列
に
な
っ
て
リ
ズ
ム
も
よ

く
な
る
。
近
体
詩
の
よ
う
に
厳
密
な
平
灰
の
配
列
を
求
め
な
い
楽
府
詩
で
あ
る
と
は
い
え
、
楽

府
詩
も
韻
文
、
歌
謡
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
民
間
に
伝
わ
っ
て
い
た
民
謡
だ
。
口
調
の
良
さ
、
リ

ズ
ム
感
は
重
要
な
要
素
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
る
と
平
灰
の
配
列
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
読
み
方
、

「
為
」
字
を
平
声
音
に
読
む
読
み
方
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
中
国
語
の

（27）
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リ
ズ
ム
か
ら
す
れ
ば
、
東
京
書
籍
の
よ
う
に
「
江
水
為
靖
」
は
「
江
水
　
蜴
く
る
を
為
す
」
と

読
ん
だ
方
が
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
次
に
文
学
評
論
の
面
か
ら
考
え
て
み
る
。
楽
府
詩
「
上
邪
」
に
つ
い
て
、
歴
代
い
く
つ
か
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
シ

論
評
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
王
先
謙
は
『
漢
鏡
歌
釈
文
箋
正
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

五
者
皆
必
無
之
事
，
則
我
之
不
能
絶
君
明
　
。

五
つ
の
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
得
な
い
こ
と
、
だ
と
し
た
ら
私
が
あ
な
た

ら
れ
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
君
）
か
ら
離
れ

　
王
先
謙
が
言
う
「
五
者
」
と
は
、
「
山
が
崩
れ
て
な
く
な
る
こ
と
」
・
「
川
の
水
が
洞
れ
果
て

る
こ
と
」
・
「
冬
に
雷
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
鳴
る
こ
と
」
・
「
夏
に
雪
が
降
る
こ
と
」
・
「
天
と
地
が
合
体

し
て
し
ま
う
こ
と
」
の
五
つ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
王
先
謙
は
こ
の
五

つ
を
同
等
の
レ
ベ
ル
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
も
し
「
上
邪
」
の
五
句
目
「
江
水
為
靖
」
の

「
為
」
字
を
「
た
め
に
」
と
読
む
と
、
四
句
目
と
五
句
目
は
「
山
が
崩
れ
て
な
く
な
っ
た
た
め

に
、
川
の
水
が
洞
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
す
な
わ
ち
四
句
目
の
「
山
無
陵
」

が
五
句
目
「
江
水
為
蜴
」
の
原
因
と
な
り
、
そ
こ
に
因
果
関
係
が
成
立
し
て
、
四
句
目
と
五
句

目
が
一
体
の
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
す
る
と
王
先
謙
が
「
五
者
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と

と
は
合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
王
先
謙
は
五
句
目
の
「
為
」
字
は
平
声
音
の
意
味
で
理
解
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ね

　
さ
ら
に
、
張
玉
穀
『
古
詩
賞
析
」
巻
五
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

首
三
正
説
意
言
已
尽
，
後
五
反
面
掲
力
申
説
。
如
此
，
然
後
敢
絶
，
是
終
不
可
絶
也
。
畳

用
五
事
，
両
就
地
維
説
，
両
就
天
時
説
．
直
説
到
天
地
混
合
，
一
気
起
落
，
不
見
堆
探
，

局
奇
筆
横
。

初
め
の
三
句
で
詩
の
趣
旨
と
言
葉
は
尽
き
て
い
る
。
次
の
五
句
で
別
の
面
か
ら
力
を
尽
く

し
て
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
後
、
断
絶
す
る
こ
と
が
な
い
と
言
う
。
五
つ
の
事
柄
を

続
け
て
用
い
て
お
り
、
二
つ
は
「
地
」
に
つ
い
て
述
べ
、
二
つ
は
「
天
」
に
つ
い
て
述
べ
、

天
地
が
混
合
す
る
こ
と
を
直
言
し
、
一
気
に
進
ん
で
滞
り
な
く
、
筆
が
縦
横
無
尽
に
走
っ

て
い
る
。

　
張
玉
穀
は
王
先
謙
同
様
、
や
は
り
五
つ
の
事
柄
が
連
続
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
理
解
し
て

い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
最
初
の
二
つ
が
「
地
」
の
こ
と
、
次
の
二
つ
が
「
天
」
の
こ
と
、
そ
し

て
「
天
と
地
が
合
体
す
る
」
と
、
そ
の
構
成
を
分
析
す
る
。
「
冬
に
雷
が
鳴
る
こ
と
」
と
「
夏

に
雪
が
降
る
こ
と
」
に
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
以
上
、
「
山
が
崩
れ
る
こ
と
」
と
「
川
が

洞
れ
る
こ
と
」
に
も
因
果
関
係
を
認
め
な
い
方
が
正
し
い
読
み
方
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
従
え
ば
、
「
江
水
為
蜴
」
の
「
為
」
字
は
「
た
め
に
」
と
い
う
意
味
で
理
解
し
な
い
方

が
、
本
来
の
中
国
語
で
書
か
れ
た
作
品
と
し
て
は
正
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
う
す
る
と
、
「
江
水
為
蜴
」
の
訓
読
は
、
東
京
書
籍
の
よ
う
に
「
江
水
蜴
く
る
を

為
し
」
と
読
む
方
が
よ
り
適
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
お
そ
ら
く
三
省
堂
は
旧
来
の
一

般
的
な
訓
読
の
仕
方
を
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ザ

　
「
上
邪
」
詩
は
楽
府
詩
と
し
て
は
短
編
で
あ
り
、
内
容
も
比
較
的
容
易
で
、
高
校
生
に
と
っ

て
も
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
で
は
高
等
学
校
の
古
典
・
漢
文
の
教
材
と
し
て

は
ふ
さ
わ
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
上
述
の
よ
う
に
そ
の
読
み
方
に
教
科

書
間
で
違
い
が
見
ら
れ
、
そ
れ
は
単
に
読
み
慣
わ
し
の
違
い
で
は
な
い
。
高
校
生
が
複
数
の
教

科
書
を
比
較
す
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
授
業
者
は
教
材
研
究
の
段
階
で

こ
の
問
題
に
遭
遇
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
問
題
の
解
決
に
は
中
国
学
の
専
門
　
　
捌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

的
手
順
を
踏
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
と
「
上
邪
」
の
よ
う
な
詩
は
高
等
学
校
の
漢

文
教
材
と
し
て
は
、
筆
者
と
し
て
は
積
極
的
に
用
い
る
こ
と
に
は
躊
躇
し
て
し
ま
う
。

　
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
楽
府
詩
が
高
等
学
校
の
漢
文
の
教
材
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
。
楽
府
詩
に
は
近
体
詩
に
は
な
い
素
朴
さ
が
あ
る
。
中
国
の
古
典
詩
が
必
ず

し
も
五
言
ま
た
は
七
言
だ
け
で
は
な
い
こ
と
を
理
解
す
る
に
は
格
好
の
教
材
で
あ
ろ
う
。
ま
た

白
居
易
の
新
楽
府
を
取
り
上
げ
る
教
科
書
も
多
数
あ
る
。
新
楽
府
と
の
対
応
で
、
楽
府
詩
を
学

習
す
る
の
は
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
楽
府
詩
で
も
「
阻
上
桑
」
や
「
焦
仲
卿
妻
」
の
よ

う
な
長
編
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
も
あ
っ
て
作
品
と
し
て
は
面
白
い
け
れ
ど
も
、
実
際
は
授
業
時

間
数
の
関
係
上
取
り
上
げ
づ
ら
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
短
編
の
楽
府
詩
で
あ
れ
ば
、
そ
し
て
そ
の

訓
読
の
仕
方
に
大
き
な
問
題
の
あ
る
作
品
で
な
け
れ
ば
、
高
等
学
校
で
学
習
す
る
教
材
と
し
て

は
有
意
義
な
点
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
、
漢
詩
を
用
い
た
教
育
実
践
に
向
け
て

　
「
漢
詩
」
以
外
に
高
等
学
校
の
漢
文
の
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
に
は
、
史

伝
（
『
十
入
史
略
』
・
『
史
記
」
な
ど
）
や
散
文
（
唐
宋
八
家
文
な
ど
）
・
思
想
的
文
章
（
『
論
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語
』
・
『
孟
子
』
・
諸
子
百
家
な
ど
）
が
あ
る
。
「
漢
詩
」
は
こ
れ
ら
の
ジ
ャ
ン
ル
と
ど
の
よ
う
な

違
い
・
特
徴
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
「
漢
詩
」
教
材
の
持
つ
意
味
・
「
漢
詩
」
学
習
の

意
義
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　
で
は
「
漢
詩
」
の
他
の
ジ
ャ
ン
ル
と
は
違
う
特
徴
と
は
何
か
。

ω
　
多
く
の
詩
で
一
句
の
長
さ
が
五
文
字
（
五
言
詩
）
ま
た
は
七
文
字
（
七
言
詩
）
。
（
楽
府
詩

　
　
を
除
く
）

②
　
一
篇
の
長
さ
が
比
較
的
短
い
。

③
　
対
句
表
現
が
多
用
さ
れ
る
。
律
詩
で
は
必
須
と
な
る
。

ω
押
韻
が
あ
る
。

㈲
　
散
文
に
比
べ
て
凝
縮
さ
れ
た
表
現
が
用
い
ら
れ
る
。

　
見
た
目
な
ど
容
易
に
判
断
で
き
る
も
の
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ

れ
ら
の
特
徴
は
、
漢
文
の
学
習
に
ど
の
よ
う
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　
ω
・
②
は
、
初
修
段
階
の
返
り
点
・
送
り
仮
名
そ
し
て
書
き
下
し
文
の
練
習
に
適
切
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
各
社
の
「
国
語
総
合
」
の
教
科
書
は
、
漢
文
単
元
の
最
初
の
と
こ
ろ
で
訓
読

の
決
ま
り
の
説
明
し
た
後
、
比
較
的
短
い
文
章
を
利
用
し
て
返
り
点
・
送
り
仮
名
・
書
き
下
し

文
の
練
習
問
題
を
載
せ
て
い
る
。
し
か
し
初
め
て
漢
文
に
触
れ
る
生
徒
に
漢
文
訓
読
の
決
ま
り

を
理
解
さ
せ
る
に
は
、
必
ず
し
も
十
分
な
分
量
と
は
言
え
な
い
。
や
は
り
指
導
者
に
よ
る
追
加

の
練
習
問
題
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
漢
詩
は
適
切
な
材
料
と
な
る
の
で
は

な
い
か
。
返
り
点
・
送
り
仮
名
が
付
け
ら
れ
た
漢
詩
の
本
文
を
書
き
下
し
文
に
直
さ
せ
る
、
逆

に
白
文
と
書
き
下
し
文
を
示
し
て
返
り
点
と
送
り
仮
名
を
つ
け
さ
せ
る
と
い
う
練
習
問
題
は
、

漢
詩
を
用
い
れ
ば
容
易
に
作
成
で
き
る
。
一
句
が
五
文
字
ま
た
は
七
文
字
と
短
い
こ
と
か
ら
、

複
雑
な
返
り
点
は
ほ
と
ん
ど
出
て
こ
な
い
。
初
修
段
階
の
学
習
教
材
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
い
だ

ろ
う
。
指
導
者
の
側
と
し
て
も
、
漢
詩
で
あ
れ
ば
「
国
語
総
合
」
・
「
古
典
」
の
教
科
書
に
は
必

ず
載
っ
て
い
る
し
、
ま
た
様
々
な
解
説
書
・
参
考
書
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
練
習
問
題
作
成
の

た
め
の
材
料
も
容
易
に
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
対
句
」
は
文
章
表
現
に
お
け
る
修
辞
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
日
本
語
の
文
章
で
も
、
詩
を

は
じ
め
と
す
る
文
学
的
文
章
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
日
本

語
の
文
章
で
「
対
句
」
を
説
明
す
る
の
は
意
外
と
難
し
い
。
漢
字
表
記
と
仮
名
表
記
が
混
在
す

る
上
、
文
字
数
が
異
な
る
こ
と
も
多
い
と
、
「
対
句
」
の
概
念
を
理
解
す
る
の
も
難
し
い
で
あ

ろ
う
。
と
こ
ろ
が
漢
字
ば
か
り
が
並
ぶ
漢
文
（
中
国
語
）
で
あ
れ
ば
、
単
語
（
文
字
）
の
対
応

が
分
か
り
や
す
い
。
授
業
者
と
し
て
も
説
明
し
や
す
い
し
、
生
徒
も
理
解
し
や
す
い
の
で
は
な

い
か
。
さ
ら
に
律
詩
に
は
必
ず
対
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
教
材
を
探
す
の
も
容
易

で
あ
る
。
漢
文
教
材
、
特
に
漢
詩
教
材
で
対
句
の
概
念
を
学
習
し
た
後
、
現
代
文
や
古
文
に
お

け
る
「
対
句
」
へ
と
発
展
し
て
い
け
ば
、
日
本
語
に
お
け
る
「
対
句
」
に
つ
い
て
も
円
滑
に
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
詩
」
に
限
ら
ず
、
中
国
の
古
典
韻
文
は
必
ず
押
韻
す
る
。
そ
し
て
高
等
学
校
の
教
科
書
で

は
、
漢
詩
単
元
で
は
多
か
れ
少
な
か
れ
各
社
教
科
書
と
も
押
韻
の
説
明
を
掲
載
し
て
い
る
。
対

句
表
現
同
様
、
漢
字
が
並
ぶ
漢
詩
教
材
だ
か
ら
こ
そ
、
和
文
の
歌
や
散
文
を
用
い
る
よ
り
も

「
押
韻
」
そ
し
て
「
韻
を
踏
む
こ
と
」
の
説
明
は
し
や
す
い
。
し
か
し
漢
詩
に
お
け
る
韻
は
も

と
も
と
中
国
語
音
で
踏
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、
漢
文
訓
読
で
は
全
く
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
押
韻
に
つ
い
て
指
導
す
る
に
は
漢
文
訓
読
か
ら
離
れ
て
、
音
読
み
（
漢
音
）
に

し
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
十
分
な
教
材
研
究
に
基
づ
く
工
夫
が
必
要
に
な
ろ
う
。
一

つ
の
方
法
と
し
て
、
絶
句
の
よ
う
に
短
い
詩
の
中
国
語
音
で
の
読
み
方
（
授
業
者
に
よ
る
朗

読
ま
た
は
音
声
デ
ー
タ
）
を
一
、
二
回
生
徒
に
聞
か
せ
る
の
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

漢
文
訓
読
で
は
分
か
り
づ
ら
い
リ
ズ
ム
が
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
上
で
押
韻
を
漢

音
に
基
づ
い
て
指
導
す
れ
ば
、
訓
読
を
離
れ
て
音
読
み
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
理

解
し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
「
我
が
国
の
文
化
と
中
国
の
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぼ
ザ

化
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
」
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
と
思
う
。

　
漢
詩
は
当
然
な
が
ら
一
篇
の
作
品
の
文
字
数
が
少
な
い
。
近
体
詩
に
限
れ
ば
、
一
番
長
い
七

　
　
ハ
ロ
　

言
律
詩
で
も
五
十
六
字
、
五
言
絶
句
に
至
っ
て
は
わ
ず
か
二
十
字
で
あ
る
。
そ
の
わ
ず
か
な
字

数
の
中
に
詩
人
は
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
・
情
況
を
織
り
込
ん
で
い
る
。
そ
れ
だ
け
凝
縮
さ
れ
た
表

現
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
典
故
を
用
い
る
こ
と
も
多
い
。
こ
の
こ
と

は
読
解
が
難
し
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
生
徒
の
学
習
の
妨
げ
に
な
り
か
ね
な
い
。
授
業

者
に
十
分
な
教
材
研
究
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　
し
か
し
こ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
「
古
典
B
」
の
段
階
で
の
学
習
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
生
徒
に

詩
の
世
界
を
考
え
さ
せ
る
に
適
切
な
教
材
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
教
科
書
に

付
け
ら
れ
て
い
る
注
釈
や
授
業
者
か
ら
の
ヒ
ン
ト
に
基
づ
き
な
が
ら
、
詩
の
言
お
う
と
し
て
い

る
こ
と
を
考
え
る
。
生
徒
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
個
人
学
習
で
も
グ
ル
ー
プ
学
習
で
も
構
わ
な
い
。

生
徒
自
身
に
詩
の
世
界
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
課
題
の
設
定
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
の
学
習
に
応
用
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
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五
　
結
び

　
以
上
、
高
等
学
校
の
古
典
・
漢
文
に
お
け
る
漢
詩
教
材
に
つ
い
て
、
そ
の
現
状
に
お
け
る
問

題
点
を
指
摘
し
、
そ
し
て
漢
詩
を
用
い
た
漢
文
の
授
業
の
あ
り
方
を
考
え
て
き
た
。
膨
大
な
作

品
が
伝
わ
っ
て
い
る
中
国
古
典
詩
の
中
で
、
高
等
学
校
の
漢
文
教
材
と
し
て
何
を
選
ぶ
べ
ぎ
な

の
か
、
こ
れ
は
極
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
ろ
う
。
ど
の
漢
詩
を
教
え
る
の
か
と
同
時
に
、
漢
詩

で
何
を
教
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
十
分
に
考
慮
し
た
上
で
教
材
を
選
定
す
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
際
中
国
文
学
の
専
門
的
研
究
レ
ベ
ル
で
様
々
な
問
題
が
残
っ
て
い
る
よ
う
な
作
品
は
、
や
は

り
選
ぶ
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
本
稿
で
は
漢
詩
教
材
に
限
定
し
て
考
察
を
進
め
て
き
た
。
全
般
的
な
考
察
に
な
っ
た
た
め
に
、

個
別
作
品
の
具
体
的
な
授
業
計
画
ま
で
は
及
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
漢
詩
以
外

の
散
文
や
史
伝
・
思
想
的
文
章
に
つ
い
て
も
、
そ
の
特
質
を
考
え
た
教
材
の
選
定
や
学
習
内
容

も
当
然
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
稿
を
改
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。

注
（
1
）
中
国
文
学
の
研
究
論
文
で
は
通
常
「
陶
淵
明
」
の
名
前
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
高
等

　
　
学
校
の
教
科
書
で
は
「
陶
潜
」
の
名
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
本
稿
に
お
い
て
も
「
陶
潜
」

　
　
の
名
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

（
2
）
　
村
上
哲
見
氏
は
「
蘇
賦
・
陸
游
」
（
村
上
哲
見
・
浅
見
洋
二
著
、
角
川
書
店
）
の
中
で
、
「
乾
道

　
　
二
年
に
職
を
免
ぜ
ら
れ
て
帰
郷
し
た
の
は
、
彼
の
官
途
に
お
け
る
最
初
の
挫
折
で
あ
っ
た
。
（
中

　
　
略
）
そ
れ
か
ら
一
年
も
経
っ
て
は
い
な
い
の
に
、
こ
の
詩
に
は
そ
う
し
た
挫
折
に
よ
る
シ
ョ
ッ
ク

　
　
の
よ
う
な
も
の
は
も
は
や
微
塵
も
感
じ
ら
れ
な
い
。
す
で
に
の
び
の
び
と
農
村
の
生
活
を
楽
し
む

　
　
心
境
に
な
り
き
っ
て
お
り
、
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
名
作
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
る
。
こ

　
　
の
詩
は
詩
人
と
し
て
の
陸
游
の
転
機
と
な
っ
た
代
表
作
の
一
つ
で
あ
る
な
ら
ば
、
三
社
の
教
科
書

　
　
に
採
用
さ
れ
て
い
る
の
も
妥
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

（
3
）
　
「
敷
勒
歌
」
の
「
敷
」
字
を
三
省
堂
の
教
科
書
で
は
「
勅
」
に
作
る
。
「
敷
」
と
「
勅
」
は
旧
字

　
　
と
常
用
漢
字
の
関
係
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
ど
ち
ら
で
も
問
題
は
な
い
。
な
お
宋
本
「
楽
府
詩

　
　
集
」
（
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
、
一
九
五
五
年
文
学
古
籍
出
版
社
影
印
本
）
で
は
、
「
敷
」
に
作
る
。

（
4
）
大
修
館
書
店
、
二
〇
一
四
年
。
第
三
章
「
漢
文
指
導
の
実
践
〈
教
材
篇
〉
」
の
「
漢
詩
の
授
業

　
　
に
向
け
て
」
。

（
5
）
　
岡
田
正
之
著
『
文
章
規
範
・
古
詩
賞
析
』
（
冨
山
房
漢
文
大
系
1
8
）
で
は
、
三
省
堂
の
よ
う
に

　
　
「
江
永
為
（
た
め
）
に
靖
き
」
と
読
ん
で
い
る
。

（
6
）
　
三
省
堂
「
高
等
学
校
古
典
漢
文
編
」
に
付
け
ら
れ
た
注
。

（
7
）
　
同
治
十
一
年
、
長
沙
王
氏
虚
受
堂
刊
本
。
東
洋
文
庫
蔵
。

（
8
）
　
民
国
十
四
年
蘇
州
振
新
書
社
刊
本
。
大
東
文
化
大
学
図
書
館
蔵
。

（
9
）
注
（
5
）
前
掲
書
で
は
、
臣
下
が
君
主
に
忠
誠
を
述
べ
る
詩
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。

（
1
0
）
　
「
学
習
指
導
要
領
」
第
2
章
「
各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
」
第
2
款
「
各
科
目
」
第
6
「
古

　
　
典
B
」
2
「
内
容
」
。

（
1
1
）
　
高
校
の
教
科
書
で
は
取
り
扱
わ
な
い
排
律
は
除
く
。
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